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大津市卓球協会会則 

 

（第１章 名称及び事務所） 

第１条 本協会は、大津市卓球協会（以下「協会」）と称する。 

第２条 協会は、事務所を大津市に置く。 

 

（第２章 目的及び組織） 

第３条 協会は、大津市における卓球の推進主体となり、その普及発展並びに会員相互

の親睦を図ることを目的とする。 

第４条 協会は、大津市内に在住、在勤、在学する者及び大津市内に拠点をおくクラブ

で組織する。 

 

（第３章 事業） 

第５条 協会は、目的達成のため、次の事業を行う。 

   （１）協会主催の卓球大会の開催並びに各種卓球大会の後援 

       （２）選手強化並びに卓球の普及指導 

       （３）卓球関係功労者の表彰並びに上級機関への上申 

       （４）その他必要な事業を行う 

 

（第４章 役員） 

第６条 協会に次の役員をおく。 

       （１）会長      １名 

       （２）副会長     ３名以内 

       （３）理事長     １名 

       （４）副理事長    ４名以内 

    （５）常任理事    若干名  

       （６）理事            若干名（チーム代表） 

       （７）監事            ２名 

第７条 役員の任務は、次のとおりとする。 

       （１）会長は協会を統轄し、協会を代表する。 

       （２）副会長は会長を補佐し、会長に事故あるときは、その職務を代行する。  

     （３）理事長は会長の指揮を受け、会務を総括執行する。 

       （４） 副理事長は理事長を補佐し、理事長に事故あるときはその職務を代理する。 

       （５）常任理事・理事は会務を審議・執行する。 

    （６）監事は協会の会計を監査し、総会にその結果を報告する。 

第８条 役員の選任は、次のとおりとする。 

       （１）会長、副会長は、総会で推挙する。 

       （２）その他の役員は、総会で選任する。 
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第９条 役員の任期は１年とする。ただし、再任は妨げない。 

      ２  任期の途中で推挙または選任された役員の任期は、残任期間とする。 

第１０条 協会に顧問及び参与を置くことができる。 

      ２ 顧問及び参与は、常任理事会の議を経て会長が委嘱するものとし、主要な会務

に関し、会長の諮問にこたえる。 

 

（第５章 会議） 

第１１条 協会に次の会議をおく。 

       （１）総会 

       （２）常任理事会 

第１２条 総会は協会の最高の議決機関であって、協会役員によって構成する。 

      ２ 総会は役員の改選、決算の承認及び予算、事業計画の決定、会則の改廃、 

その他、重要事項について審議決定する。 

第１３条 常任理事会は総会に次ぐ議決機関であって、常任理事以上の役員で構成し、業

務執行について審議決定する。 

第１４条 各会議は会長がこれを招集し、その議長となる。 

第１５条 各会議の議決は出席者の過半数の同意をもって決し、可否同数の場合は、議長

の決するところとする。 

 

（第６章 経費） 

第１６条 協会の経費は参加料、補助金、寄付金及びその他の収入をもってあてる。 

第１７条 協会が主催する卓球大会等は、参加料を徴収する。 

   ２ 参加料の額は、総会において定める。 

 

（第７章 会則） 

第１８条 協会の会計年度は、毎年４月１日に始まり、翌年３月３１日に終わる。 

 

この会則は、 

 １９８３（昭和５８）年４月１日から実施する。 

    １９９３（平成 ５）年４月１日一部改正 

    ２０１６（平成２８）年４月１日一部改正 

２０１９（平成３１）年４月１日一部改正 

 

 


